皮膚病2
Ⅰにきび・吹き出物（尋常性座瘡）
原因として一番考えられるのがホルモンの乱れ。
東洋医学ではオ血、血虚、解毒症体質、上焦の風熱などで鑑別する。
1 オ血（古血）によるもの
温経湯＜桂枝茯苓丸＜桃核承気湯
鑑別ポイント；オ血（古血）によるニキビは排卵期から生理にかけての高温期に悪化し易い。
その他の古血の症状；冷え逆上せがある。舌下静脈有り。頬にオ血性の赤み。皮膚の枯燥
温経湯は冷え逆上せ以外に四肢の虚熱による火照りの傾向がある。
食養生；緑の野菜
桂枝茯苓丸、桃核承気湯証；アクのある物（ゴボウやナス、ゴーヤなど）　温経湯証；イカ　
2 血虚によるもの
当帰芍薬散
鑑別ポイント；全体的に色が薄い、あまり大きくならないなどの勢いが弱いニキビに多い。
　　　　　　　生理後期に悪化する傾向有り。
その他の血虚の症状；貧血、疲れ易い、冷え性など。二の腕が柔らかい。舌診；歯切り痕、湿、苔は薄い～無い。
完治するまでに時間が掛かる
食養生；ニンニクの火を通した物、醤油付けなど。
3 虚証＋オ血
加味逍遙散；女性のニキビ。イライラ、逆上せなど伴う。生理前に悪化傾向　荊芥、地骨皮を加味
1 ～③は腰（卵巣）から上に出る。
☆ニキビが胸や背中に出ていて顏には出ない場合は、温経湯、加味逍遙散証が多い。桂枝茯苓丸や桃核承気湯証ならオ血による気の上昇が強いので顏にまで出る。

4 [bookmark: _GoBack]解毒症体質（荊芥連翹湯、柴胡清肝湯、温清飲）肝臓から上に出来る。
荊芥連翹湯；皮膚渋紙色、筋肉質、男性の思春期のニキビに多い（撲ソク加味）
小児期から中耳炎、鼻炎、蓄膿症、扁桃腺炎など身体上部の炎症性疾患に罹患し易い。
　 食養生；緑の野菜。甘い物は特に禁止　　
5 上焦の風熱
清上防風湯；思春期のニキビなど若い人の顏中心のニキビ。顔面紅潮＋大きく赤みが強いタイプ
その他；十味敗毒散など。

★加味の傾向；ヨクイニン10（末3ｇ、ヨクイニン錠15錠）は必須（消炎、排膿、去腫固）
　　　　　　金銀花（抗菌、消炎、解毒）露蜂房0.3ｇ/Ｄ（抗菌、化膿を改善）撲ソク（抗菌、解毒）唐大黄（便秘に対して）香附子（女性ホルモンを整える）黄連（赤みに対して）防風、荊芥（皮膚新生作用）桃仁（駆オ血作用）地骨皮、蝉退（化膿）
★養生
食養生；炎症を助長する物（もち米、おかき、油物）、新芽の物（入薬；タケノコ、フキ、発芽玄米）、甘い物（腸内細菌叢を乱す）は控える（特に解毒症体質者）発酵食品（味噌、）、緑の野菜を多く摂る。便通を整える。（朝トイレに行く習慣をつける、繊維質の物を多く摂る）
抗生物質入りの軟膏を塗っていた場所は芯が出来て改善が遅くなる為、使用を控える。
